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1 広葉雑草に高い効果

ほとんどの広葉雑草（メヒシバ、チドメグサ等）に、種類を問わず安定
した効果を示します。また、幅広い処理適期で効果を発揮します。

2 コケ類に高い効果

ベントグラスに発生する生育期のコケ類に高い効果を示します。

3 速効性

効果の発現が速く、低温条件でも速効的です。また、降雨の影響も受
けにくく、安定した効果を示します。

4 ベントグラスに使用できる

1年間を通じて雑草防除に使用できます。

®

ベントグラスの
あらゆる雑草に！

メヒシバ

ギンゴケ

チドメグサ
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●使用前にラベルをよく読んでください。 　●ラベルの記載以外には使用しないでください。 　 ●本剤は小児の手の届く所には置かないでください。
●使用後の空ボトルは圃場などに放置せず、廃棄物処理業者に委託する等により適切に処理してください。　 ●飲めません。

取扱店

芝 生 用 除 草 剤 ®

安 全 性  急性経口毒性（LD50）
ラット♂♀ ＞5000mg/kg

 急性経皮毒性（LD50）
ラット♂♀ ＞2000mg/kg

コ　イ
LC50 （96hr）：＞500mg/L

 オオミジンコ
EC50 （48hr）：＞100mg/L

〔魚 毒 性〕

〔毒性区分〕
普通物※

●容器をよく振ってから使用してください。
●有機リン系殺虫剤との混用は薬害を生じる恐れがあるので避けてください。また、有機リン系殺虫剤との2週間以内の近接散布は薬害
を生じる恐れがあるので避けてください。但し、0.4㎖/m2を超える薬量で本剤を使用する場合は少なくとも4週間は空けてください。
●日本芝（こうらいしば）に使用する場合、薬害を生じる恐れがあるので、休眠期以外の使用時期には使用しないでください。
●西洋芝（ベントグラス）に使用する場合は以下の注意を厳守してください。

●日本芝（休眠期を除く）に薬害を生ずるので、ベントグラスと日本芝が隣接する場所では日本芝にかからないように注意して散布し
てください。

●夏期高温時には薬害を生じる恐れがあるので、反復処理を行う場合は、1回目散布後、2週間程度の間隔を空けてください。
●一年生イネ科雑草を対象とする場合は、通常の管理（刈込み）の元、連用で使用することが望ましい。

●本グリーンで使用する前に、パッティンググリーンやナーセリーで薬剤感受性（薬害の有無）を確認されることをおすすめします。
●更新作業や播種直後の使用はさけ、1～2週間程度経ってから散布してください。
●散布直後に降雨が予想される時には使用をさけてください。
●周辺の農作物や有用植物にかかると薬害を生ずるので、かからないように注意して散布してください。
●本剤の使用に当たっては使用量、使用時期、使用方法等を誤らないように注意し、特に初めて使用する場合には病害虫防除所等関係
機関の指導を受けてください。

●公園等で使用する場合は、散布中及び散布後（少なくとも散布
当日）に小児や散布に関係のない者が散布区域に立ち入らな
いよう縄囲いや立て札を立てるなど配慮し、人畜等に被害を
及ぼさないよう注意を払ってください。

●水産動植物（藻類）に影響を及ぼす恐れがあるので、河川、養
殖池等に飛散、流入しないよう注意して使用してください。

●使用残りの薬液が生じないように調製を行い、使いきってくだ
さい。散布器具及び容器の洗浄水は、河川等に流さないでくだ
さい。また、空容器、空袋等は水産動植物に影響を与えないよ
う適切に処理してください。
●保管：直射日光をさけ、なるべく低温な場所に密栓して保管し
てください。

※普通物：毒劇物に該当しないものを指していう通称

安全使用上の注意効果・薬害等の注意

■ 試験場所／
　 関西グリーン研究所内圃場
■ 処 理 日／
　 2010年7月4日
　 2010年7月25日
■ 調 査 日／
　 2010年8月15日
■ 散布水量／
　 100㎖/m2

■ 試験規模／
　 0.5m×1m　1区0.5m2　3反復

■ アキヒメシバに対する効果
■ 試験場所／
　 東日本グリーン研究所
■ 処 理 日／
　 2008年4月27日
■ 散布水量／
　 100㎖/m2

■ ギンゴケに対する効果

薬　量 希釈水量

1m2当り使用量
適用雑草名作　物　名 使用時期

0.15～0.2㎖日本芝
（こうらいしば） 一年生

広葉雑草

多年生広葉雑草

一年生イネ科雑草

芝休眠期
（雑草生育初期）

使用方法

雑草茎葉散布100～200㎖

秋期芝生育期
（雑草生育初期）

（春夏期芝生育期は
2回以内、

秋期芝生育期は
1回以内）

1回

ピラフルフェンエチルを
含む農薬の総使用回数

3回以内

1回

本剤の使用回数

2回以内

西洋芝
（ベントグラス）

コケ類 春夏期芝生育期
（コケ類生育期）

春夏期芝生育期
（雑草生育初期）

成分・性状 種 類 名：ピラフルフェンエチル水和剤
有効成分：ピラフルフェンエチル …………2.0%
性　　状：類白色水和性粘稠懸濁液体

0.1～0.15㎖

0.4～0.6㎖

0.2～0.6㎖

■ 使用方法

■ ベントグラス内のコケ類に対する試験成績 ■ ベントグラス内のメヒシバ類に対する試験成績

雑
草
残
存
率
（
％
）

100％

80％

60％

40％

20％

0％
0.4㎖ 0.6㎖ 0.4㎖×0.4㎖ 無処理 本数／m2 g／m2

芝用エコパートFL0.4㎖／m2 無処理

1409T4

ギ
ン
ゴ
ケ
の
被
度
（
％
）

100％

80％

60％

40％

20％

0％
0.2㎖ 0.4㎖ 0.03g 無処理

17日後 31日後芝用エコパート 対照剤

芝用エコパートFL0.4㎖／m2 無処理


